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42023年（令和５年）10月

那覇大綱挽まつり実行委員会（観光課内）☎862-3276

10月7日（土）、８日（日）、9日（月・祝）の３日間

　
秋
を
彩
る
沖
縄
の
風
物
詩「
那
覇
大
綱
挽
ま
つ
り
」の

開
催
が
決
定
！
ギ
ネ
ス
記
録
に
認
定
さ
れ
た
世
界
一
の

大
綱
、旗
頭
行
列
や
Ｒ
Ｂ
Ｃ
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

お
楽
し
み
に
。

　正殿は令和8年の再建を目指し、９月に柱を立てる作業を
開始しました。現場には見学エリアも設置され、基礎部分や
木材の様子を間近に見ることができます。右下は、正殿の小
屋梁（こやばり）にする木材の手斧斫り（ちょうなはつり）の
様子。奈良産のヒノキと、沖縄産ウラジロカジを加工してい
ます。ウラジロカジは硬く重たい強い木材で、ヒノキと比べ
て木っ端（こっぱ）の出方が異なるのがわかります。完成後、
梁は見えなくなるので工事中に足を運んでみてください。

　食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄される食品のこと
で、日本では1人当たりに換算するとお茶碗1杯分の食べ物が
毎日捨てられています。日頃から「もったいない」を意識した
行動を心がけましょう。

必要なものを把握し、余分な買い物を
防ぎましょう。

家族が食べる量を把握し、作りすぎを
防ぎましょう。

残った料理はリメイクして、最後まで
食べきりましょう。

ウフンナスネーイ（旗頭行列）
／国際通り／11:30～14:00

大綱挽
／国道58号線（久茂地交差点）

／14:30～17:00

RBC市民フェスティバル
／奥武山公園／11:00～21:00

第53回
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催

買い物前に冷蔵庫をチェック！01

02

03

食べきれる分だけ作ろう！

食材を無駄なく食べきろう！

10月は食品ロス削減月間
家庭でも「おいしく楽しく食べきろう!」

秘書広報課　☎862-9942
首里城公園管理センター　☎886-2020

首里城トピックス復元
工事中

正殿復元工事（有料区域内）

企画展を
しています

　
鎌
倉
芳
太
郎
は
、教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、沖
縄
の
美
術

工
芸
の
研
究
に
生
涯
を
捧
げ
た
沖
縄
文
化
研
究
者（
１
８
９

８
〜
１
９
８
３
）。大
正
時
代
に
取
り
壊
し
が
計
画
さ
れ
た
首

里
城
で
す
が
、こ
れ
を
知
っ
た
鎌
倉
が
中
止
を
要
請
し
奔
走

し
た
こ
と
で
難
を
逃
れ
ま
す
。鎌
倉
は
琉
球
芸
術
調
査
な
ど

の
調
査
研
究
を
通
じ
て
、琉
球
文
化
を
記
録
、収
集
し
、膨
大

な
記
録
を
残
し
ま
し
た
。写
真
資
料
、ガ
ラ
ス
乾
板
、調
査

ノ
ー
ト
、文
書
資
料
、紅
型

の
資
料
、陶
磁
器
の
資
料

は
、沖
縄
県
立
芸
術
大
学
に

収
蔵
さ
れ
、こ
れ
ら
の
資
料

が
、平
成
の
首
里
城
復
元
や

令
和
の
首
里
杜
地
区
整
備

基
本
計
画
に
も
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

復元工事で活躍する宮大工について

8月14日（月）

▶主催／一般財団法人 沖縄美ら島財団
　共催／沖縄県立芸術大学

首里城 正殿 正面（大正11年撮影）

提供：国営沖縄記念公園事務所

沖縄独特の蟻落とし 宮大工体験の取り組みも 正殿を支える礎石と柱 小屋梁を手斧で加工しているところ

素屋根内部。正殿の柱はヒノキを使用しています

墨壺

10月８日（日） 10月7（土）～9日（月・祝）

3日間とも花火打ち上げを予定
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　釘などの金具を使わずに、木組みによる建築技法を用いた
木造建築で活躍する大工で、主に神社仏閣の建築や補修に携
わります。継手（つぎて）には、貝の口継ぎ、箱車知栓継ぎ、宮
島継ぎなどがあり、力のかかり方を計算し、原寸図を描き、そ
れを基に木材を切り出し加工する技術が求められます。

【画像協力機関】
沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料館 みや だい く

正殿を支える礎石と柱
墨壺


